
授業での指導の工夫

第３学年 図形の相似

本単元でよく見られる生徒のつまずき

次の図の 𝑥の値を求めなさい。
誤答の例 3 ∶ 6 = 𝑥 ∶ 10

𝑥 = 5

○ 既習事項をモニターに表示するなど、見通しの補助
○ 図と式を関連付ける表現の統一
○ 図と式を関連付けて振り返る場面の設定

対応させる辺を正し
く判断できず、比例式
を間違えてしまう。

定理１を根拠にするとどのような
比例式になりますか。

赤と青の辺の比になるから、
𝟑: 𝟗 = 𝒙: 𝟏𝟎になります。

どちらの比例式が正しいで
しょうか。

昨日のノートを振り返ってみ
ると、𝒙 ∶ 𝟏𝟎の比を使えるのは定
理１だね。

辺ＡＢの長さを求めれば、定理１
の関係が使えそうだ。

【ＩＣＴの活用】
・既習の知識を、モニターや
スクリーンに提示しておく
ことで、生徒の思考の補助
となるようにします。板書
やノートの画像など、自分
たちの学習場面を想起でき
る素材を用いることで、よ
り効果的になります。

【図と式を関連付ける表現】
・定理 １ については赤・青の
２色と、直線・波線・破線の
形の組み合わせで図の中に示
し、比例式の数値の下にも同
様に示すことで、図と式を関
連付けて表現するなど、単元
を通して、比が等しくなる辺
の表現を統一します。

【立式の方針の確認】
・根拠となる定理を明確にし
てから立式することにより、
立式の段階で必要な数量に
着目したり、立てた式を振
り返って正しく関係を表す
ことができているかを確か
めたりできるようにするこ
とが大切です。

【本時の目標】三角形と比の定理を利用して線分の長さを求めることができるようにする。

実践事例３－５

授業づくりで大切にしたいこと


